
 

血圧の薬を飲んでいるのに血圧が下がらない  
「治療抵抗性高血圧」 

～ヒトは１日３ｇの塩分で生きています～ 
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胃を通過し小腸から血液に吸収される 
食塩＝ナトリウム 
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塩代謝ホルモン 

（アルドステロン） 

尿細管でナトリウムを

再吸収 

筋肉を動かす 

塩 

 

血管が傷んで広がらない 

（食塩感受性高血圧） 

高血圧の薬 

が効かない 

RAS を邪魔する 
ARB や 

ACE阻害薬 

血
液 

塩代謝ホルモン 

（アンジオテンシンⅡ） 

糸球体から血液が出る方の血管を狭くし、

尿細管で再吸収を促す 

【進化の歴史で考えると】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海の中で生きていた生き物が 
陸上で生活するには 

体の中に水をためておく必要がある 

A 

 

塩センサー 

塩配達係 

（ミネラルコルチコイド受容体） 

尿細管でナトリウムを 

再吸収 

塩３ｇでも生きていけるように 

ナトリウムを再吸収（体へもどす） 
再吸収は塩ホルモンの仕事 

ナトリウム 

水分 

塩を 13g食べた場合 
① 血液の中に 0.9%より多いと生命が維持できないので、

尿と一緒に捨てる 

② 捨てるためには塩代謝ホルモンはお休み 

③ 塩を 13g食べることが続くと、塩代謝ホルモンが働かなく

なり、塩配達係が塩を勝手に再吸収（同時に水も） 

塩代謝ホルモン 

 

 塩 

電 

解 

質 

情報を伝達する 

ナトリウム濃度 

0.9％ 

尿 

 塩 

 塩 

再吸収 

再吸収 

 塩 

捨てる 

筋肉 

心臓も筋肉 

体内の水分 
60～70% 

肥満（高インスリン） 

インスリがたくさんでていることにより尿細

管でナトリウムの再吸収を促進 

（食塩を過剰にとった状態と同じ） 
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